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第
六
章
　
旅
の
日
記

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
二
十
日
間
の
旅
へ

祖
母
は
勿
論
母
も
長
旅
な
ど
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
わ
た
し
は
、
子
ど
も
も
大
き
く
な
り
主
人
が
退
職
し

て
時
間
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
海
外
の
旅
に
、

二
人
で
何
回
も
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

今
一
番
思
い
出
さ
れ
る
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
二
十
日

間
の
旅
で
あ
る
。

親
戚
の
村
松
健

児
さ
ん
が
東
海
大

学
の
教
授
を
し
て

い
て
、
た
ま
た
ま

フ
ラ
ン
ス
・
ナ
ン

シ
ー
の
研
究
所
へ

派
遣
さ
れ
て
行
っ

て
お
り
、
「
明
さ

ん
が
退
職
し
た
の

だ
か
ら
、
是
非
一

緒
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
廻
ら
な
い
か
」
と
の
誘
い
が
あ
っ

た
。
わ
た
し
は
今
ま
で
国
内
の
一
泊
二
泊
の
小
旅
行
に
は

行
っ
て
い
た
も
の
の
、
二
十
日
間
も
家
を
留
守
に
し
て
外

国
に
行
く
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。

期
間
は
平
成
元
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
平
成
二
年
一
月

十
日
ま
で
。
東
京
の
上
野
に
前
泊
し
、
翌
二
十
一
日
成
田

空
港
十
二
時
の
便
で
パ
リ
の
シ
ャ
ル
ド
ゴ
ー
ル
空
港
に
向

か
っ
た
。

機
内
で
は
静
か
に
腰
掛
け
て
い
れ
ば
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス

（
現
在
は
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
と
い
う
ら
し
い
）
が

順
に
飲
み
物
や
美
味
し
い
お
食
事
を
運
ん
で
下
さ
る
。
モ

ス
ク
ワ
を
経
由
の
こ
の
飛
行
ル
ー
ト
は
太
陽
を
追
っ
て
飛

ぶ
の
で
、
モ
ス
ク
ワ
ま
で
の
十
時
間
程
は
外
は
明
る
く
、

雪
に
覆
わ
れ
た
シ
ベ
リ
ヤ
の
広
大
な
景
色
を
見
つ
つ
、
隣

り
に
座
っ
た
パ
リ
へ
十
日
間
の
旅
を
す
る
と
い
う
二
人
の

女
子
大
生
と
楽
し
く
話
し
快
適
に
過
ご
し
た
。
シ
ャ
ル
ド

ゴ
ー
ル
空
港
へ
は
十
三
時
間
程
の
フ
ラ
イ
ト
で
到
着
し

た
。空

港
へ
は
健
児
さ
ん
の
出
迎
え
を
受
け
、
郊
外
電
車
で

三
十
分
程
乗
り
、
パ
リ
東
駅
前
の
ホ
テ
ル
に
落
ち
着
き
、
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勤
め
て
い
る
間
は
健
康
で
あ
っ
た
が
、
退
職
後
は
病
気
や
怪
我
が
続
き
、
飯
田
病
院
へ
お
世
話
に
な
っ

た
。
七
十
歳
頃
か
ら
難
病
の
潰
瘍
性
大
腸
炎
と
な
り
根
絶
治
療
が
無
い
の
で
投
薬
を
続
け
、
そ
の
間
チ
ェ

ン
ソ
ー
で
足
を
怪
我
し
た
り
、
耕
耘
機
に
挟
ま
れ
た
り
で
入
院
も
し
、
平
成
十
四
年
に
は
前
立
腺
ガ
ン
が

見
つ
か
り
東
京
で
放
射
線
治
療
を
試
み
た
り
、
そ
の
後
も
、
膀
胱
腫
瘍
、
間
質
性
肺
炎
な
ど
病
み
続
け
、

だ
ん
だ
ん
無
理
が
出
来
な
く
な
り
、
二
十
年
八
月
最
後
の
入
院
、
九
月
二
十
三
日
夜
、
呼
吸
が
旧
に
苦
し

く
な
っ
て
、
そ
の
夜
遅
く
遂
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
主
治
医
の
原
繁
樹
先
生
は
立
ち
合
っ
て
下
さ

り
、
わ
た
し
と
娘
は
見
送
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
駆
け
つ
け
た
息
子
家
族
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

生
前
「
戒
名
も
お
経
も
要
ら
ぬ
」
と
言
い
残
し
て
い
た
故
人
の
遺
志
に
し
た
が
っ
て
、
葬
儀
は
「
お
別

れ
会
」
形
式
で
行
っ
た
。
唱
歌
が
大
変
好
き
だ
っ
た
の
で
、
文
部
省
推
選
と
い
う
よ
う
な
歌
を
会
葬
し
て

下
さ
っ
た
大
勢
の
皆
さ
ん
に
歌
っ
て
い
た
だ
い
た
。
我
が
家
の
上
の

井
き
み
子
さ
ん
が
コ
カ
リ
ナ
を
吹

い
て
下
さ
り
、
関
靖
さ
ん
も
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
奏
で
て
下
さ
る
中
、
高
陵
中
学
校
で
の
教
え
子
の
皆
さ

ん
が
大
勢
参
列
下
さ
っ
て
校
歌
な
ど
も
歌
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
お
別
れ
の
言
葉
を
同
僚
で
あ
っ
た
先

生
、
高
陵
中
学
「
追
懐
」
級
の
代
表
金
森
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
、
四
人
の
孫
た
ち
も
涙
な
が
ら
に
述
べ
る

こ
と
が
で
き
、
心
に
残
る
お
別
れ
会
だ
っ
た
。

「ヨーロッパを廻らないか」の誘いに…
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ホ
テ
ル
横
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夜
の
晩
餐
と
な
っ
た
。

以
下
、
旅
の
日
記
を
記
す
。

十
二
月
二
十
二
日
　
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
と
セ
ー
ヌ
川

年
末
の
頃
の
パ
リ
は
朝
九
時
に
な
ら
な
い
と
明
る
く
な

ら
な
い
。

地
下
鉄
に
乗
り
、
ま
ず
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
を
訪
れ

る
。
見
事
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
み
と
れ
る
。
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
大
聖
堂
と
し
て
改
築
を
始
め
た
の
は
一
一
六
三
年
、

完
成
し
た
の
は
二
〇
〇
年
近
く
後
の
一
三
三
〇
年
、
塔
の

雄
々
し
さ
は
中
世
の
人
を
驚
か
せ
た
と
言
う
。
収
容
人
員

九
〇
〇
〇
人
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ

る
。荘

重
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
を
聞
き
つ
つ
、
螺
旋

階
段
を
屋
上
へ
の
ぼ
っ
て
み
た
。
南
塔
に
は
鐘
、
そ
の
重

さ
十
五
ト
ン
と
い
う
。
屋
上
か
ら
パ
リ
市
内
を
望
む
。
そ

れ
か
ら
小
雨
の
降
る
中
セ
ー
ヌ
川
の
ほ
と
り
や
整
っ
た
パ

リ
市
内
を
歩
き
、
十
七
紀
ル
イ
十
三
世
の
王
宮
と
し
て
建

て
ら
れ
た
と
言
う
パ
レ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
に
立
ち
寄
る
。
気
温

は
割
合
に
温
か
で
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
美
し
い
。
道

を
駅
前
ホ
テ
ル
に
戻
る
。

二
十
三
日
　
凱
旋
門
と
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り

朝
食
前
、
地
下
鉄
で
凱
旋
門
を
訪
れ
る
。
一
八
〇
六
年

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
オ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
の
戦
い
に
勝
利
を
収
め

た
後
、
栄
光
を
称
え
る
目
的
で
建
立
し
た
と
い
う
。
し
か

し
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
一
八
四
〇
年
遺
骸
と
な
っ
て
無
言
の
凱

旋
。
一
九
二
〇
年
以
来
門
の
下
に
は
無
名
戦
士
の
眠
り
を

守
る
よ
う
に
不
滅
の
火
が
灯
っ
て
い
る
。
凱
旋
門
上
か
ら

眺
め
る
と
、
十
二
の
放
射
状
の
通
り
に
沿
う
町
並
は
大
変

美
し
い
。
邪
魔
な
も
の
は
す
べ
て
と
り
除
き
図
面
通
り
に

パ
リ
改
造
を
し
た
と
い
う
。

凱
旋
門
よ
り
マ
ロ
ニ
エ
の
並
木
道
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り

を
歩
い
て
ホ
テ
ル
に
戻
り
朝
食
。

そ
の
後
、
近
く
の
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
へ
。
フ
ラ
ン
ス
革

命
の
時
ル
イ
十
六
世
を
は
じ
め
一
三
〇
〇
名
の
血
を
吸
っ

た
断
頭
台
が
こ
こ
に
置
か
れ
処
刑
場
と
な
っ
た
広
場
で
あ

る
。
今
は
調
和
の
広
場
で
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
贈
ら
れ
た
と

い
う
オ
ベ
リ
ス
ク
を
背
に
写
真
を
撮
る
。
一
八
八
九
年
の

万
国
博
を
記
念
し
て
建
て
た
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
が
遠
く
望
ま

69

宮川啓子自伝 堤屋のこと

れ
る
。

そ
れ
か
ら
有
名

な
ル
ー
ブ
ル
美
術

館
を
訪
れ
る
。
収

蔵
数
三
十
万
点
と

い
う
。
玄
関
前
広

場
に
、
来
年
（
一

九
九
〇
年
七
月
十

四
日
）
に
迫
っ
た

フ
ラ
ン
ス
建
国
二

〇
〇
年
の
祝
賀
に

先
立
っ
て
造
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
あ
る
。
こ

こ
か
ら
地
下
へ
入
っ
た
。
地
下
は
各
館
連
絡
通
路
と
な
っ

て
お
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
な
ど
、
機
能
的
に
作
ら
れ

て
い
る
。
冬
の
た
め
か
ど
こ
も
観
光
客
は
少
な
か
っ
た
。

二
十
四
日
　
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿

パ
リ
郊
外
電
車
に
乗
り
、
パ
リ
の
南
西
二
十
二
キ
ロ
に

位
置
す
る
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
を
訪
れ
る
。
入
館
料
十
二
フ

ラ
ン
。
宮
廷
内
は
バ
ロ
ッ
ク
建
築
の
豪
華
絢
爛
た
る
も

の
。
庭
園
も
幾
何
学
模
様
に
作
ら
れ
広
大
。
二
フ
ラ
ン
で

庭
園
内
を
車
で
廻
れ
る
。
六
月
の
花
咲
く
頃
は
さ
ぞ
美
し

い
だ
ろ
う
。

宮
殿
の
建
設
は
、
水
も
土
も
な
い
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
沼
地

に
遠
方
か
ら
土
を
運
び
、
セ
ー
ヌ
川
か
ら
水
を
引
く
大
事

業
で
、
「
毎
晩
荷
車
一
杯
の
死
人
を
出
す
あ
り
さ
ま
」
と

い
う
工
事
が
四
半
世
紀
に
及
ん
だ
と
い
う
。
ル
イ
十
四
世

の
時
、
宮
廷
は
ル
ー
ブ
ル
か
ら
ベ
ル
サ
イ
ユ
へ
移
っ
た
。

こ
こ
で
王
は
放
蕩
、
贅
沢
三
昧
。
夏
に
は
毎
晩
の
よ
う
に

祭
典
が
催
さ
れ
、

訪
れ
た
民
衆
は
バ

レ
ー
や
舞
劇
に
酔

い
し
れ
た
。
フ
ラ

ン
ス
が
全
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
君
臨
し
た

時
代
で
あ
っ
た
。

わ
た
し
た
ち
が

訪
れ
た
の
は
ク
リ

ス
マ
ス
・
イ
ヴ
だ

っ
た
が
、
市
内
は

ルーブル美術館で

朝のベルサイユ宮殿と健児さん
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い
た
っ
て
静
か
だ
っ
た
。
パ
リ
の
お
寿
し
屋
さ
ん
で
ク
リ

ス
マ
ス
・
イ
ヴ
を
祝
う
。
客
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
英
語
が
話

せ
た
の
で
、
会
話
が
通
じ
た
健
治
さ
ん
と
主
人
は
ご
機
嫌

に
な
り
、
住
所
の
メ
モ
な
ど
交
換
し
て
い
た
。

二
十
五
日
　
レ
ン
タ
カ
ー
の
旅
は
じ
ま
る

今
日
か
ら
は
い
よ
い
よ
レ
ン
タ
カ
ー
の
旅
が
始
ま
る
。

国
際
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人
は
健
児
さ
ん
一
人
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
一
月
八
日
ま
で
健
児
さ
ん
が
ド
ラ
イ
バ

ー
。
骨
を
折
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。

午
前
中
に
車
借
用
の
手
続
き
を
し
、
こ
れ
か
ら
は
地
図

を
頼
り
に
、
健
児
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
語
、
主
人
は
英
語
を

使
っ
て
（
二
人
と
も
あ
ま
り
確
か
な
会
話
で
は
な
い
が
）

行
く
先
々
で
通
貨
を
変
え
た
り
交
渉
し
な
が
ら
行
く
こ
と

に
な
る
。

地
図
を
頼
り
に
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
脇
を
通
り
、
ブ
ロ
ー
ニ

ュ
ー
の
森
ま
で
行
き
、
一
休
み
。
湖
水
に
は
水
鳥
が
た
く

さ
ん
泳
い
で
お
り
美
し
い
。
ベ
ル
ギ
ー
の
商
社
に
来
て
い

る
と
い
う
日
本
人
の
若
い
夫
婦
に
逢
う
。
車
の
旅
は
楽

だ
。
わ
た
し
は
後
の
席
に
一
人
座
り
快
適
。
ベ
ル
サ
イ
ユ

に
泊
る
。

二
十
六
日
　
ジ
ャ
ン
ヌ
ダ
ル
ク
の
都
市
オ
ル
レ
ア
ン
へ

健
児
さ
ん
は
午
前
中
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
研
究
室
へ
行
っ
た

の
で
、
わ
た
し
た
ち
は
二
十
四
日
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
側

の
ベ
ル
サ
イ
ユ
庭
園
を
ゆ
っ
く
り
見
学
し
た
。

午
後
は
一
路
パ
リ
か
ら
南
へ
、
ロ
ア
ー
ル
地
方
の
緑
の

平
原
を
一
三
〇
キ
ロ
走
り
、
ロ
ア
ー
ル
の
主
要
都
市
オ
ル

レ
ア
ン
へ
入
る
。
一
三
三
八
年
に
始
ま
っ
た
英
仏
一
〇
〇

年
戦
争
の
時
イ
ギ

リ
ス
軍
に
二
〇
〇

日
も
包
囲
さ
れ
て

い
た
の
を
十
日
で

解
放
し
た
と
い

う
、
救
国
の
乙
女

ジ
ャ
ン
ヌ
ダ
ル
ク

像
が
駅
前
に
立
っ

て
い
た
。
ジ
ャ
ン

ヌ
ダ
ル
ク
は
、

「
オ
ル
レ
ア
ン
の
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乙
女
」
（
la Pucelle d'O
rléans）
と
も
呼
ば
れ
る
フ
ラ

ン
ス
の
国
民
的
英
雄
で
、
オ
ル
レ
ア
ン
解
放
後
、
シ
ャ
ル

ル
七
世
を
ラ
ン
ス
で
戴
冠
さ
せ
、
フ
ラ
ン
ス
の
勝
利
に
寄

与
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
コ
ン
ピ
エ
ー
ニ
ュ
の
戦
い

で
捕
虜
と
な
り
、
宗
教
裁
判
で
異
端
者
と
断
罪
さ
れ
、
ル

ー
ア
ン
で
火
刑
に
な
っ
た
運
命
の
女
性
だ
。

そ
ん
な
歴
史
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
オ
ル
レ
ア
ン
の
整

然
と
し
た
町
並
を
見
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
美
し
い
教

会
の
サ
ン
ト
ク
ロ
ワ
寺
院
を
訪
れ
る
。
鐘
が
鳴
り
響
き
中

で
は
夕
方
の
お
祈
り
が
始
ま
っ
て
い
た
。
観
光
客
は
静
か

に
自
由
に
入
れ
る
。
そ
の
日
は
オ
ル
レ
ア
ン
郊
外
ロ
ワ
ー

ル
川
支
流
近
く
の
小
さ
な
ホ
テ
ル
に
泊
っ
た
。

二
十
七
日
　
ロ
ワ
ー
ル
地
方
の
城
巡
り

朝
起
き
た
ら
裏
の
川
に
白
鳥
が
十
羽
列
を
な
し
て
泳
い

で
ゆ
く
。
朝
九
時
三
十
分
、
車
に
一
四
一
フ
ラ
ン
分
（
一

フ
ラ
ン
＝
二
十
四
円
）
の
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
、
い
よ
い
よ

ロ
ワ
ー
ル
地
方
の
城
巡
り
に
出
掛
け
る
。
ロ
ワ
ー
ル
川
流

域
は
パ
リ
に
王
宮
が
移
る
前
、
政
治
、
文
化
の
中
心
で
あ

り
、
諸
候
、
貴
族
の
館
が
八
十
程
残
っ
て
い
る
。

ま
ず
ロ
ワ
ー
ル
最
大
の
城
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
城
を
訪
れ

る
。
観
光
客
は
殆
ど
い
な
か
っ
た
が
、
そ
ん
な
中
で
も
日

本
人
の
学
生
ツ
ア
ー
の
バ
ス
に
逢
っ
た
。
城
は
狩
り
と
美

人
が
好
き
だ
っ
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
一
世
が
建
て
た
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
様
式
で
、
各
階
外
側
に
回
廊
あ
り
、
森
の
向
こ
う

ま
で
庭
園
と
な
っ
て
い
る
。

城
を
見
終
え
て
近
く
の
市
場
で
食
料
を
買
い
、
次
に
シ

ュ
ヴ
エ
ル
ニ
ュ
ー
城
へ
。
十
七
世
紀
シ
ュ
ベ
ル
ニ
ュ
ー
伯

爵
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
近
代
的
な
雰
囲
気
の
城
だ
っ

た
。
こ
の
間
、
主

人
が
カ
メ
ラ
を
落

と
し
た
こ
と
に
気

づ
き
、
引
き
返
す

と
近
く
の
農
家
の

人
が
拾
っ
て
く

れ
、
そ
の
家
族
と

写
真
を
撮
る
な
ど

と
い
う
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
あ
っ
た
。

天
気
は
連
日
快

ジャンヌダルク像シャンポール城を背に
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晴
、
次
に
ブ
ロ
ワ
城
を
見
学
。
一
四
九
八
年
、
ル
イ
十
二

世
即
位
以
来
一
〇
〇
年
に
亘
っ
て
フ
ラ
ン
ス
政
治
の
舞
台

と
な
っ
た
。
こ
の
城
か
ら
夕
暮
れ
の
ロ
ワ
ー
ル
川
を
望
ん

だ
。
城
の
す
ぐ
下
の
土
産
品
店
の
主
人
は
、
何
年
か
前
に

日
本
を
訪
れ
た
そ
う
で
、
鎌
倉
の
大
仏
前
で
撮
っ
た
と
い

う
写
真
が
飾
っ
て
あ
っ
た
。
城
の
見
学
料
は
三
人
三
ヵ
所

で
一
九
八
フ
ラ
ン
だ
っ
た
。

ブ
ロ
ワ
市
内
で
パ
ン
と
美
味
し
い
生
ハ
ム
を
買
い
、
イ

ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
へ
寄
り
、
こ
こ
か
ら
夕
暮
れ
の
道

を
一
路
ポ
ワ
テ
ィ
エ
ま
で
三
時
間
走
り
、
そ
の
日
は
ポ
ワ

テ
ィ
エ
泊
り
。

二
十
八
日
　
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
の
ス
ペ
イ
ン
料
理

ピ
ア
リ
ッ
ツ
の
海
岸
に
沈
む
美
し
い
夕
日
を
見
、
国
境

を
越
え
て
、
ス
ペ
イ
ン
に
入
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
広
大
な
田
園
風
景
か
ら
一
転
、
ピ
レ
ネ
ー

山
脈
の
端
が
見
え
て
来
て
、
ス
イ
ス
を
思
わ
せ
る
。
緑
の

丘
陵
に
家
が
点
在
す
る
景
色
に
変
わ
り
、
大
西
洋
岸
の
観

光
地
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
に
入
る
。

ス
ペ
イ
ン
料
理
の
美
味
し
い
と
い
う
大
衆
的
な
お
店
で

夕
食
。
日
本
に
三
ヵ
月
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
人
に
逢

う
。
み
な
大
変
陽
気
で
、
ス
ペ
イ
ン
語
は
話
せ
な
く
て

も
、
男
性
陣
二
人
の
フ
ラ
ン
ス
語
と
英
語
で
結
構
通
じ
て

楽
し
い
。

二
十
九
日
　
宮
殿
と
教
会
の
街
サ
ラ
ゴ
サ

サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
よ
り
サ
ラ
ゴ
サ
に
向
か
う
。
緑
の

丘
陵
斜
面
に
小
さ
な
家
々
が
見
え
る
。
羊
の
草
食
む
姿
も

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
。
羊
の
放
草
地
か
麦
だ
ろ
う

か
、
広
大
な
緑
、
そ
の
中
を
高
速
道
は
続
く
。
健
児
さ
ん

は
「
時
速
一
四
〇
キ
ロ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
普
通
」
と
言

っ
て
走
る
。
車
の
数
は
ま
ば
ら
で
家
も
見
え
ず
、
農
民
は

ど
こ
か
ら
来
て
耕
す
の
だ
ろ
う
か
と
不
思
議
に
思
っ
た
。

途
中
サ
ラ
ゴ
サ
と
マ
ド
リ
ッ
ド
へ
の
別
れ
道
を
サ
ラ
ゴ
サ

へ
。サ

ラ
ゴ
サ
市
内
は
宮
殿
と
教
会
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に

三
〇
〇
年
は
ア
ラ
ゴ
ン
王
国
だ
っ
た
と
聞
く
。

観
光
客
は
殆
ど
い
な
い
こ
の
町
で
は
、
観
光
客
が
珍
し

い
よ
う
で
、
子
ど
も
た
ち
が
と
て
も
好
意
的
に
手
を
振
っ

て
く
れ
、
カ
メ
ラ
に
ニ
コ
ニ
コ
と
応
じ
て
く
れ
る
。
回
教
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徒
が
建
て
た
ア
ル
ジ
ャ
フ
ァ
リ
ア
宮
殿
見
学
、
パ
シ
リ
カ

レ
イ
デ
イ
教
会
前
で
は
夕
暮
れ
て
も
祈
り
を
捧
げ
る
人
が

大
勢
い
た
。
そ
の
日
は
サ
ラ
ゴ
サ
泊
り
、
夜
の
テ
レ
ビ
で

日
本
の
九
州
の
農
協
の
事
が
放
映
さ
れ
て
い
た
。

三
十
日
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
バ
ル
セ
ロ
ナ

地
中
海
沿
岸
、
今
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
バ
ル
セ

ロ
ナ
に
向
う
。
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
と
あ
る
家
は
隣
組
な
ど
と

い
う
訳
に
は
行
か
な
い
だ
ろ
う
。
広
大
な
土
地
に
人
口
は

少
な
い
の
だ
か
ら
殆
ど
車
は
走
っ
て
い
な
い
。
オ
リ
ー
ブ

畑
か
、
や
せ
た
よ
う
な
果
樹
園
も
見
ら
れ
る
。
バ
ル
セ
ロ

ナ
市
内
は
地
中
海
側
で
気
候
が
温
暖
な
の
だ
ろ
う
、
真
冬

な
の
に
広
葉
樹
の
街
路
樹
に
は
葉
が
つ
い
て
い
る
。
市
庁

舎
前
の
お
花
が
奇
麗
だ
。

地
方
が
変
わ
り
国
が
変
わ
る
毎
に
珍
し
い
こ
と
ば
か

り
。
ピ
カ
ソ
美
術
館
と
サ
グ
ラ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ヤ
教
会
見

学
。
ピ
カ
ソ
美
術
館
に
は
見
学
客
が
多
く
、
日
本
人
の
観

光
ツ
ア
ー
の
人
た
ち
も
い
た
。
聖
フ
ァ
ミ
リ
ヤ
教
会
は
十

九
世
紀
の
有
名
な
ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
の
作
。
一
〇
〇

年
前
に
建
て
始
め
完
成
ま
で
に
ま
だ
二
〇
〇
年
は
か
か
る

と
い
う
。
未
だ
建
設
中
の
中
天
に
聳
え
る
何
本
か
の
塔

は
、
彼
自
身
が
と
う
も
ろ
こ
し
の
よ
う
だ
と
言
っ
た
と
い

う
が
、
ま
さ
し
く
が
ら
ん
ど
う
の
と
う
も
ろ
こ
し
の
よ

う
。ど

こ
の
国
も
日
本
と
違
い
、
の
ど
か
な
感
じ
を
受
け

る
。
子
ど
も
た
ち
は
街
の
ち
ょ
っ
と
し
た
広
場
で
ロ
ー
ラ

ー
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
た
り
す
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
い
レ
ス
ト
ラ
ン
は
九
時
す
ぎ
よ
り
食

事
が
始
ま
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ホ
テ
ル
を
決
め
て
か
ら
、

周
辺
を
少
し
歩
い
て
よ
い
レ
ス
ト
ラ
ン
を
探
し
、
食
事
を

す
る
。
健
児
さ
ん
は
ワ
イ
ン
通
で
、
ゆ
っ
く
り
ワ
イ
ン
の

サグラダファミリア教会
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味
を
楽
し
む
。
夜

遅
く
ま
で
食
事
を

楽
し
み
、
ホ
テ
ル

に
帰
っ
て
か
ら
明

日
は
ど
の
道
を
走

っ
て
ど
こ
ま
で
行

く
か
と
地
図
を
広

げ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
始
ま
る
。
今
日

は
バ
ル
セ
ロ
ナ
泊

り
。

三
十
一
日
　
ペ
ル
ピ
ニ
ャ
ン
へ
の
山
道

今
日
大
晦
日
は
ペ
ル
ピ
ニ
ャ
ン
ま
で
走
る
こ
と
と
す

る
。
健
児
さ
ん
は
途
中
で
小
国
な
が
ら
充
実
し
て
い
る
と

い
う
ア
ン
ド
ラ
国
へ
寄
っ
て
行
き
た
い
と
主
張
す
る
け
れ

ど
も
、
予
定
の
日
程
が
こ
な
せ
な
い
か
ら
と
止
め
て
、
再

び
フ
ラ
ン
ス
領
ペ
ル
ピ
ニ
ャ
ン
ま
で
走
る
こ
と
と
す
る
。

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内
を
ゆ
っ
く
り
走
る
馬
車
や
闘
牛
場
を

横
目
に
、
サ
ン
ツ
駅
で
通
貨
を
替
え
パ
ン
を
買
い
、
ペ
ル

ピ
ニ
ヤ
ン
へ
の
山
道
を
走
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
町
が
あ
る

が
、
山
ま
た
山
の
大
半
は
木
が
な
く
、
地
肌
が
見
え
て
い

る
。
雪
冠
る
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
を
望
み
つ
つ
、
本
日
の
宿
泊

地
ス
ペ
イ
ン
色
の
濃
い
町
ペ
ル
ピ
ニ
ャ
ン
へ
到
着
し
た
。

元
旦
　
ア
ビ
ニ
ヨ
ン
の
正
月

星
型
の
城
塞
に
囲
ま
れ
た
マ
ジ
ョ
ル
カ
王
宮
を
見
学
し

よ
う
と
計
画
し
て
い
た
が
元
旦
の
た
め
休
み
。

心
を
残
し
つ
つ
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
に
別
れ
を
告
げ
、
フ
ラ

ン
ス
に
向
け
一
路
ひ
た
走
る
。
や
が
て
地
中
海
が
見
え
、

遠
く
に
城
も
望
ま
れ
、
美
し
い
ロ
ー
ヌ
川
に
架
か
る
橋
を

渡
り
、
城
壁
に
囲
ま
れ
た
ア
ビ
ニ
ヨ
ン
に
入
る
。

坂
を
登
り
、
中
世
の
一
時
期
一
〇
〇
年
に
亘
り
ロ
ー
マ

法
王
庁
の
置
か
れ
た
宮
殿
を
見
学
。
庭
園
は
日
本
人
好

み
。
宮
殿
よ
り
ロ
ー
ヌ
川
に
架
か
る
ア
ビ
ニ
ヨ
ン
橋
が
見

え
る
。
こ
の
橋
は
ロ
ー
ヌ
川
の
氾
濫
で
真
ん
中
よ
り
プ
ツ

ン
と
切
れ
て
い
る
。
古
い
フ
ラ
ン
ス
民
謡
「
ア
ビ
ニ
ヨ
ン

の
橋
の
上
で
」
（
「
ア
ビ
ニ
ヨ
ン
の
橋
で
、
踊
ろ
よ
踊

ろ
、
輪
に
な
っ
て
踊
ろ
～
」
）
で
有
名
な
橋
。
宮
殿
の
広

場
に
は
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
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し
そ
う
に
乗
っ
て
い
る
。

ま
た
、
車
を
走
ら
せ
ニ
ー
ム
の
水
道
橋
前
に
立
つ
。
二

〇
〇
〇
年
も
前
に
古
代
ロ
ー
マ
人
が
ユ
ゼ
ス
の
水
源
か
ら

五
〇
キ
ロ
も
あ
る
ニ
ー
ム
ま
で
一
日
二
万
立
米
（
m
³）
の

水
を
運
ん
だ
と
言
う
。
高
さ
四
九
メ
ー
ト
ル
の
水
道
橋
の

上
に
も
登
れ
る
ば
か
り
か
、
現
在
は
水
路
が
見
学
通
路

に
、
三
層
式
の
最
下
層
の
ア
ー
チ
上
は
道
路
に
な
っ
て
い

る
。
古
代
ロ
ー
マ
人
の
技
術
に
驚
嘆
す
る
ば
か
り
だ
っ

た
。
今
日
は
ア
ビ
ニ
ヨ
ン
泊
り
。
行
く
先
々
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
で
安
い
一
つ
星
か
二
つ
星
の
ホ
テ
ル
を
探
し
て

泊
り
、
夕
食
は
そ
の
地
の
な
る
べ
く
珍
し
い
料
理
を
と
、

ホ
テ
ル
の
外
で
食
べ
る
。

二
日
　
ニ
ー
ス
の
海
辺

ア
ビ
ニ
ヨ
ン
を
あ
と
に
映
画
祭
で
有
名
な
カ
ン
ヌ
を
経

て
、
地
中
海
沿
岸
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ニ
ー
ス
の
海
岸
に
着
い

た
。
世
界
中
の
金
持
ち
が
集
る
と
い
う
ニ
ー
ス
の
海
岸
は

の
海
は
青
く
美
し
い
。
白
い
水
鳥
も
た
く
さ
ん
い
る
。
海

岸
沿
い
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
大
通
り
に
は
、
超
一
流
ホ
テ

ル
が
立
ち
並
ぶ
。
市
内
の
銀
行
で
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
両

通
貨
に
替
え
た
。

今
日
の
移
動
距
離
は
長
く
、
こ
の
後
モ
ナ
コ
か
ら
山
道

に
入
り
イ
タ
リ
ア
へ
の
ゲ
ー
ト
を
通
り
ト
リ
ノ
に
入
っ

た
。
ス
イ
ス
の
山
並
み
に
沈
む
夕
日
は
美
し
い
。
日
没
は

五
時
、
こ
れ
か
ら
あ
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
麓
ま
で
さ
ら
に
四

時
間
走
る
。
初
め
て
の
道
、
し
か
も
夜
道
を
、
健
児
さ
ん

が
頑
張
っ
て
運
転
し
て
く
れ
る
。
午
後
九
時
過
ぎ
、
ク
ー

ル
メ
ー
ヤ
ー
に
着
き
、
小
さ
な
コ
テ
ー
ジ
に
泊
る
。

三
日
　
見
上
げ
る
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
峻
峯

コ
テ
ー
ジ
で
迎
え
た
朝
は
快
晴
。
昨
夜
は
暗
く
て
景
色

が
分
ら
な
か
っ
た
が
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
峻
峯
が
手
に
と
る

よ
う
に
見
え
る
絶
景
に
感
嘆
し
た
。

こ
れ
か
ら
ス
イ
ス
へ
の
道
。
例
年
だ
と
積
雪
一
～
二
メ

ー
ト
ル
と
の
こ
と
だ
が
、
今
年
は
道
路
に
雪
は
な
い
。
モ

ン
ブ
ラ
ン
ト
ン
ネ
ル
手
前
が
イ
タ
リ
ア
と
ス
イ
ス
の
国
境

だ
そ
う
だ
。

ス
イ
ス
に
入
り
、
ス
イ
ス
駅
辺
り
を
車
中
か
ら
見
学
。

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
が
走
り
綺
麗
な
イ
メ
ー
ジ
の
レ
マ
ン
湖
周

辺
は
霧
で
遠
く
が
見
え
ず
残
念
。
そ
れ
で
も
丘
陵
の
畑
は

夜遅くまで食事を楽しむ



五
日
　
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
へ

今
日
は
午
後
か
ら
森
下
雅
春
さ
ん
が
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
か
ら
ナ
ン
シ
ー
ま
で
四
六
〇
キ
ロ
の
道
を
迎

え
に
来
て
下
さ
り
、
ド
イ
ツ
を
訪
ね
る
予
定
だ
。

午
前
中
は
、
ナ
ン
シ
ー
の
教
会
や
ロ
レ
ー
ヌ
歴
史
博
物

館
を
ゆ
っ
く
り
と
見
学
し
た
。

午
後
、
雅
春
さ
ん
が
迎
え
に
来
て
く
れ
、
雅
春
さ
ん
の

運
転
で
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
へ
向
か
っ
た
。
ド
イ

ツ
最
古
の
大
学
町
の
、
十
四
世
紀
の
建
物
と
い
う
ホ
テ

ル
・
ホ
レ
ン
ダ
ホ
ー
フ
が
今
日
の
宿
だ
。

こ
れ
か
ら
ド
イ
ツ
の
見
学
は
、
食
事
の
こ
と
、
運
転
、

訪
ね
る
と
こ
ろ
な
ど
、
雅
春
さ
ん
に
一
切
面
倒
を
見
て
も

ら
う
。
健
児
さ
ん
も
運
転
を
解
放
さ
れ
、
ヤ
レ
ヤ
レ
と
い

う
表
情
だ
。
ご
苦
労
様
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
夕
食
は
い
つ
も
豊
か

で
ゆ
っ
た
り
安
ら
げ
る
が
、
ど
こ
も
照
明
が
暗
い
の
で
目

が
疲
れ
る
。

六
日
　
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
城

ホ
テ
ル
前
を
ネ
ッ
カ
ー
川
が
流
れ
る
。

川
に
は
カ
ー
ル
テ
オ
ド
ー
ル
橋
が
架
か
る
。
こ
の
橋
を

渡
り
、
旧
市
街
の
反
対
側
に
あ
る
、
蛇
の
よ
う
に
く
ね
く

ね
と
し
た
勾
配
の
き
つ
い
シ
ュ
ラ
ン
ゲ
ン
小
道
は
「
哲
学

の
道
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ゲ
ー
テ
や
ニ
ー
チ
ェ
を
は
じ

め
、
多
く
の
思
想
家
や
詩
人
が
実
際
に
思
索
に
ふ
け
り
な

が
ら
歩
い
た
と
い
う
。
橋
の
上
に
立
つ
と
、
哲
学
の
道
の

反
対
側
の
近
く
の
高
台
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
城
が
建
つ
。

こ
の
城
を
背
景
に
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。

そ
の
後
、
雅
春
さ
ん
の
運
転
で
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
城

を
訪
れ
る
。
赤
い

砂
岩
で
作
ら
れ
た

中
世
以
来
の
古

城
。
プ
フ
ァ
ル
ツ

継
承
戦
争
（
一
六

八
九
年
に
ル
イ
十

四
世
の
軍
に
よ
っ

て
破
壊
、
一
六
九

三
年
に
一
部
修

復
）
で
破
壊
さ
れ

る
ま
で
、
こ
の
城
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整
然
と
耕
さ
れ
、
レ
マ
ン
湖
の
澄
ん
だ
水
は
心
を
癒
し
て

く
れ
た
。
時
々
休
憩
を
は
さ
み
な
が
ら
、
健
児
さ
ん
の
下

宿
の
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
シ
ー
ま
で
走
っ
た
。
夜
に
な

っ
て
真
っ
暗
な
道
を
健
児
さ
ん
は
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
走

り
、
わ
た
し
は
ま
る
で
奈
落
の
底
へ
落
ち
て
い
く
よ
う
な

思
い
で
恐
ろ
し
か
っ
た
が
、
健
児
さ
ん
の
下
宿
へ
九
時
三

十
分
着
、
今
夜
は
こ
こ
へ
泊
め
て
い
た
だ
く
。

四
日
　
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
の
世
界
を
堪
能

今
日
は
落
着
い
て
ナ
ン
シ
ー
市
内
を
見
学
し
た
。

ナ
ン
シ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
東
部
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
の
中
心
都

市
で
、
パ
リ
か
ら
は
電
車
で
約
三
時
間
の
距
離
。
ロ
レ
ー

ヌ
公
国
の
首
都
に
な
り
十
五
世
紀
に
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
公
が

善
政
を
敷
い
て
か
ら
は
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
。
ド
イ

ツ
と
の
国
境
に
近
く
、
過
去
幾
た
び
か
争
奪
の
的
と
な

り
、
戦
禍
に
見
舞
わ
れ
た
歴
史
が
あ
る
。
機
械
、
織
物
、

ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
（
ド
ー
ム
社
は
、
世
界
的
に
有
名
）

等
の
産
業
を
中
心
に
発
展
。
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
初

頭
に
か
け
世
界
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
芸
術
運
動
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
の
中
心
地
、
発
祥
地
と
し
て
有
名
で
、
そ

の
ス
タ
イ
ル
の
建
築
物
等
が
市
内
各
所
で
見
ら
れ
た
。

町
の
中
心
に
は
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
広
場
が
あ
り
、
十
八
世

紀
、
ロ
レ
ー
ヌ
公
の
地
位
に
あ
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ス
タ

ニ
ス
ラ
フ
一
世
の
命
令
で
、
広
場
を
、
金
具
工
芸
で
つ
な

い
で
、
芸
術
品
に
し
て
し
ま
っ
た
市
庁
舎
、
老
舗
ホ
テ

ル
、
観
光
局
な
ど
は
壮
観
だ
。
広
場
の
中
心
に
は
ス
タ
ニ

ス
ラ
ス
公
の
銅
像
が
あ
り
、
ほ
ん
と
に
金
ピ
カ
だ
っ
た
。

ナ
ン
シ
ー
派
美
術
館
に
は
エ
ミ
ー
ル
ガ
レ
、
マ
ジ
ョ
レ

ル
、
ド
ー
ム
、
プ
ル
ー
ヴ
な
ど
の
ガ
ラ
ス
製
品
・
家
具
、

そ
の
他
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
の
素
晴
ら
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
の
世
界
を
堪
能
し
た
。
こ

の
美
術
館
に
行
け
た
だ
け
で
満
足
だ
っ
た
。

健
児
さ
ん
の
下
宿
は
ナ
ン
シ
ー
駅
よ
り
ち
ょ
っ
と
通
り

を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
閑
静
で
古
風
な
建
物
。
庭
に
は

大
き
な
マ
ロ
ニ
エ
の
木
が
あ
り
、
健
児
さ
ん
は
こ
の
最
上

階
に
住
ん
で
い
る
。
強
行
軍
の
旅
を
終
え
、
レ
ン
タ
カ
ー

を
返
し
、
夜
、
健
児
さ
ん
の
手
料
理
の
酢
さ
ば
、
湯
豆
腐

な
ど
の
日
本
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
、
祝
杯
し
た
。

も
う
一
晩
、
泊
め
て
い
た
だ
く
。
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ト
ル
）
へ
ド
イ
ツ
側
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
登
る
。
日
本

人
観
光
客
が
多
い
の
で
日
本
語
の
案
内
標
識
が
あ
る
。

途
中
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
樹
木
の
間
に
湖
が
望
め
、
見
事
な

眺
め
で
あ
る
。
頂
上
は
快
晴
無
風
で
、
意
外
に
温
か
い
。

白
銀
の
山
ま
た
山
の
眺
め
が
絶
景
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
国
境
標
識
も
あ
る
。
頂
上
か
ら
は
白
銀
の

世
界
に
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
楽
し
ん
で
い
る
の
が
小
さ
く
見
え

る
。頂

上
レ
ス
ト
ラ
ン
で
贅
沢
な
昼
食
を
い
た
だ
き
、
景
色

を
堪
能
し
て
下

山
。
途
中
の
麓
の

町
の
家
々
の
窓
が

ペ
ン
キ
で
装
飾
さ

れ
て
い
る
の
が
異

国
風
で
珍
し
か
っ

た
。
今
夜
は
ロ
ー

テ
ン
ブ
ル
グ
泊

り
。

八
日
　
人
形
の
町
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
の
街
歩
き

旧
市
街
が
全
長
３
．
４
キ
ロ
の
城
壁
で
囲
ま
れ
た
中
世

の
都
市
の
面
影
を
残
し
て
い
る
、
人
形
の
町
ロ
ー
テ
ン
ブ

ル
グ
は
ど
こ
の
お
店
も
奇
麗
な
人
形
で
満
ち
て
い
る
。
ホ

テ
ル
も
カ
ラ
フ
ル
な
装
飾
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

市
長
舎
前
マ
ル
ク
ト
広
場
に
「
市
長
の
一
気
飲
み
」
（
マ

イ
ス
タ
ー
ト
ゥ
ル
ン
ク
　
M
eistertrunk）
の
絡
繰
り
時

計
が
あ
っ
て
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
名
物
に
な
っ
て
い
る
。

一
六
三
一
年
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い

う
新
旧
二
つ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
摩
擦
か
ら
起
き
た
三
十
年

戦
争
の
時
に
、
当
時
の
市
長
が
町
を
守
る
た
め
将
軍
と
賭

け
、
そ
し
て
十
分
間
で
３
．
２
５
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
大
杯

を
見
事
飲
み
干
し
た
。
と
い
う
由
来
が
あ
る
。
そ
の
絡
繰

り
時
計
を
見
上
げ
て
い
る
人
が
何
人
か
い
る
。
わ
た
し
も

見
上
げ
た
。
こ
ん
な
風
に
し
ば
ら
く
楽
し
く
町
中
を
歩

く
。そ

れ
か
ら
霧
に
か
す
む
ラ
イ
ン
川
の
ほ
と
り
を
走
り
、

コ
ン
フ
レ
ン
ツ
の
「
つ
ぐ
み
横
丁
」
で
昼
食
。
川
沿
い
の

丘
陵
に
建
つ
城
や
ぶ
ど
う
畑
を
眺
め
て
、
ロ
ー
レ
ラ
イ
の
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は
プ
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
の
居
城
で
あ
っ
た
。
プ
フ
ァ
ル
ツ

選
帝
候
の
居
城
と
し
て
代
を
重
ね
な
が
ら
、
拡
張
さ
れ
て

来
た
の
で
、
ゴ
チ
ッ
ク
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
、
バ
ロ
ッ
ク
な

ど
各
時
代
の
様
式
が
混
じ
る
堂
々
と
し
た
造
り
で
あ
る
。

高
い
城
壁
よ
り
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
内
を
見
下
ろ
し
た

後
、
次
の
観
光
地
フ
ュ
ッ
セ
ン
を
目
指
す
。
フ
ュ
ッ
セ
ン

近
く
で
昼
食
に
立
寄
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
辺
り
は
雪
で
真

っ
白
だ
っ
た
。

今
夜
は
ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
城
を
ど
こ
よ
り

も
間
近
に
望
め
る
山
の
町
フ
ュ
ッ
セ
ン
の
最
高
級
ホ
テ
ル

へ
泊
る
。
お
料
理
も
美
味
し
い
。
そ
れ
で
も
一
人
一
泊
二

食
七
〇
〇
〇
円
く
ら
い
。

七
日
　
謎
を
秘
め
た
ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城

ホ
テ
ル
の
す
ぐ
裏
山
上
に
あ
る
バ
イ
エ
ル
ン
王
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
２
世
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
城
を
訪
ね
る
。

こ
の
城
は
中
世
の
古
城
の
あ
と
に
建
て
ら
れ
、
建
設
当

時
は
ノ
イ
ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
ガ
ウ
城
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
「
ノ
イ
 」
は
「
新
し
い
」
の
意
、
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ン

ガ
ウ
」
は
「
白
鳥

河
口
」
の
意
味
の

地
名
で
、
名
の
通

り
白
鳥
の
よ
う
に

優
雅
で
美
し
い
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
「
眠
れ
る
森

の
美
女
の
城
」
の

モ
デ
ル
に
な
っ
た

と
い
う
が
、
本
当

に
お
伽
噺
か
ら
抜
け
出
た
よ
う
な
優
雅
さ
で
あ
っ
た
。
ち

ょ
う
ど
雪
が
降
り
、
快
晴
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
見
て
来
た
城

と
ま
た
違
い
大
変
美
し
い
。
登
り
は
馬
車
で
、
近
い
の
で

雪
の
山
道
を
歩
い
て
ホ
テ
ル
ま
で
下
る
。
観
光
客
は
少
な

い
し
山
道
な
ど
誰
も
通
ら
な
い
。
途
中
木
の
間
々
か
ら
望

む
景
色
は
あ
ち
こ
ち
に
小
さ
な
湖
が
点
在
し
、
そ
れ
は
美

し
い
。

そ
の
後
、
山
頂
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ド
イ
ツ
の
国
境
と

な
っ
て
い
る
ツ
ー
ク
シ
ュ
ビ
ッ
ク
山
頂
（
二
九
六
六
メ
ー
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そ
の
後
、
健
児
さ
ん
と
主
人
と
に
落
ち
合
い
、
ド
ゴ
ー

ル
空
港
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。
空
港
で
こ
の
二
十
日

間
の
旅
の
間
お
世
話
様
に
な
っ
た
健
児
さ
ん
と
お
別
れ

し
、
長
く
楽
し
い
旅
の
記
念
に
と
少
し
買
物
を
し
て
機
上

の
人
と
な
っ
た
。

機
上
か
ら
成
田
空
港
近
く
の
景
色
が
見
え
出
す
と
夢
の

よ
う
な
旅
が
終
わ
っ
た
の
だ
と
感
慨
深
か
っ
た
。

今
回
の
旅
は
自
分
た
ち
だ
け
で
計
画
し
な
が
ら
続
け
た

旅
で
、
夕
方
ホ
テ
ル
に
着
き
、
そ
の
地
の
特
色
あ
る
食
事

を
し
よ
う
と
外
へ
出
て
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
夜
遅
く
ま
で

楽
し
み
、
ホ
テ
ル
へ
帰
っ
て
地
図
を
広
げ
明
日
の
行
程
を

決
め
る
と
い
う
作
業
を
し
、
そ
の
時
は
大
変
だ
と
思
っ
た

が
、
今
想
い
出
す
と
、
ど
の
旅
よ
り
も
充
実
し
て
い
た
。
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岩
も
教
え
て
も
ら
い
、
ま
る
で
ラ
イ
ン
下
り
し
て
い
る
み

た
い
で
、
楽
し
い
ド
ラ
イ
ブ
だ
っ
た
。

雅
春
さ
ん
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
四
日
間
の
ド
イ
ツ

の
旅
を
終
え
、
夜
十
二
時
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
た

後
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
雅
春
さ
ん
宅
へ
落
着
く
。
健

児
さ
ん
が
「
御
飯
が
食
べ
た
い
」
と
言
っ
た
の
で
、
雅
春

さ
ん
が
御
飯
を
炊
い
て
、
お
握
り
を
作
っ
て
下
さ
り
、
お

味
噌
汁
も
い
た
だ
く
。
感
謝
。
今
夜
は
整
頓
さ
れ
た
雅
春

さ
ん
の
お
住
い
に
泊
め
て
い
た
だ
く
。

九
日
　
異
郷
で
の
出
会
い

雅
春
さ
ん
と
お
別
れ
し
、
今
日
は
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

フ
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
経
由
の
国
際
電
車
に
乗
り
パ
リ
へ
向
か

っ
た
。
車
窓
か
ら
は
、
美
し
い
緑
の
平
原
が
広
が
る
中
に

た
ま
に
草
を
食
む
牛
・
羊
の
群
も
見
え
る
。
広
々
と
し
た

景
色
だ
。
電
車
は
片
側
が
通
路
で
、
四
人
一
部
屋
の
ク
シ

ェ
ッ
ト
（
男
女
同
室
の
部
屋
）
だ
っ
た
。

パ
リ
市
内
で
は
、
柿
ノ
沢
か
ら
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
に
学

び
フ
ラ
ン
ス
人
と
結
婚
し
て
パ
リ
に
住
ん
で
い
る
レ
リ
ト

ー
和
子
さ
ん
と
、
娘
の
高
校
同
級
生
で
や
は
り
パ
リ
で
ガ

イ
ド
を
し
て
い
る
松
島
良
子
さ
ん
と
、
オ
ペ
ラ
座
前
で
落

ち
合
い
夕
食
を
共
に
し
た
。
主
人
と
健
児
さ
ん
と
わ
た
し

の
三
人
は
そ
の
ま
ま
駅
前
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。

十
日
　
夢
の
よ
う
な
旅
の
終
わ
り

今
日
は
男
性
陣
と
別
行
動
。
健
児
さ
ん
と
主
人
は
オ
ル

セ
ー
美
術
館
を
訪
ね
、
良
子
さ
ん
と
わ
た
し
は
近
く
の
和

子
さ
ん
の
お
住
い
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。

和
子
さ
ん
は
御
主
人
と
三
人
の
お
子
様
と
五
人
の
暮
ら

し
。
日
本
的
趣
味

で
纏
め
ら
れ
た
お

部
屋
、
工
夫
し
整

頓
さ
れ
た
台
所
に

感
心
し
た
。
近
く

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

チ
ュ
ニ
ジ
ア
料
理

ク
ス
ク
ス
の
昼
食

を
い
た
だ
い
た

後
、
二
人
に
お
別

れ
し
た
。
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レトリー和子さん宅で、松島良子さんと


